

第2章新しいアトラクションの導入

2-1 ハリーポッターのオープン

　USJ は開業前から注目が集まっており、東のディズニーランドと並び西の USJ となりう るのではないかと期待されるほどであったが、それから顧客が低迷していった。それから、森岡氏はその当時、映画が世界中で絶大な人気を誇っていた「ハリーポッター」のエリアを計画していることを発表した。しかし、そのエリアを建設するには建築費450億円というお金を費やすことになる。その当時のユニバの年間売上が700億円だったので売上金額の半分以上費やすことになるので猛反対をされておりその当時のユニバに必要なことは小さな子供連れは楽しめない」という消費者のパーク全体に対する認識を強く覆すものでなくてはならないため、子供にも人気だったハリーポッターの建築を開始した。それから、ハリポタの世界の街や城をそのまま作ってしまうような巨大なスケールにも関わらず細部にまで徹底的にこだ わって作り上げられたエリアで、まさにゲストがハリポタの世界に実際に入り込めるような エリアとなっていた。そしてついに 2014 年 7 月 15 日に新エリア「ウィザーディング・ワールド・オブ・ハリ ー・ポッター」が開業した。開業初日は 3000 人が行列を作り、好調な滑り出しとなった。映画の世界が忠実に再現されたハリポタエリアは話題を呼び国内だけでなくアジアを中心とした海外客も多く訪れた。2014 年 3月期のUSJの入場者数は 1050万人となり、 USJ開業初年度以来の1000万人を突破した。さらに開業後もメインアトラクションの映 像を 3D 化するなどの改良が奏功し、2 年目に入っても客足は伸びてきている。

2-2後ろ向きに走るジェットコースター

　既存のジェットコースターを後ろ向きに走らせるだけというシンプルなアイデアですが、意外と誰も気がつかなかった発想でした。このアイデアをぶち上げたものの、前向きに走らせていたものを後ろ向きに走らせるというのは前例のない未知の領域だったため、人体への影響は大丈夫なのか、認可取得はできるのかなど、さまざまな障壁が想定されました。しかし、ふたを開けてみれば、制作はスムーズに進みました。その裏では、技術サイドが卓越した技術と経験と情熱をもって取り組んでくれたからである。そして完成し、今まで後ろ向きジェットコースターを乗ったことがなかったから、一度乗れば何度も乗りたくなるという顧客が増えたおかげで最高で「9時間40分待ち」という記録的ヒットにつながりました。それが、2013年の3月にオープンした後ろ向きコースター「ハリウッド・ドリーム・ザ・ライド・バックドロップ」である。現在でも90分待ちは当たり前で不動の人気になっている。

2-3 ニンテンドーワールド

　任天堂のゲームの世界を再現した新エリア「スーパー・ニンテンドー・ワールド」が2021年3月18日にオープンした。「マリオカート」や人気キャラクターの「ヨッシーのライド・アトラクション」「クッパ城」「ピーチ城」や、レストランやショップなど、あのゲームの世界を等身大で体験できるアクティビティがそろいます。「WE ARE MARIO アソビの本能、解き放て！」のキャッチコーピー通り、リアルマリオ体験に子どもも大人も大興奮してしまう程の人気で、外国人観光客も増えたという。このエリアはあまりにも人が増えすぎたため、整理券を配布しており、現在も入場するのに予約して書いてある時刻にしか入場できないようになっている。任天堂エリアの経済効果は平成２６年に開業した「ハリー・ポッター」エリアを上回ると予想している。
2-4 ハロウィーン・ホラーナイト

　今や関西では「ハロウィーンといえばUSJ」と言われるまでに定着している。そこまでなれたのは、季節イベントの見直しも行ったからである。2010年頃まで USJ はハロウィーンシーズンである9月中旬から11月初旬まで昼間にハロウィーンパレードを主に目玉として実施して いた。しかし、このハロウィーンイベントを目当てに来た客というのは例年7万人程度であり、これは何十万人を集客する夏季イベントなどと比較しても非常に低く、昼間のパレードのコストも回収できない赤字のイベントとなっていた。そこでイベントの見直しがなされ、ハロウィーンは日常生活では抑圧された部分、すなわちダークサイドを表に出すことが認められるお祭りであるという原点にヒントを見出し、ハロウィーンの新しい楽しみ方として素の自分に戻って自由に叫んでストレスを解消できるシーズンへと変化させることにした。そして手段として用いられたのはホラーであった。数年前からひっそりと開催されていた、別料金をプラスしてゲストがゾンビに遭遇するイベントをパーク全体に取り入れることにしたのである。USJ がもともと映画専門のテーマパークであったため、特殊メイク技術と演出から成るゾンビのクオリティーが非常に高く、ゲストたちの反応も上々であった。このクオリティーを生かして、夜にパークの多くのエリアをゾンビが徘徊するホラーエリアに転換することにした。ゲストたちが追加料金を払うことなくぞろぞろと徘徊するゾンビに遭遇し、自由に叫んでストレスを解消できるような空間を作り出したのである。　　　
　2011 年に「ハロウィーン・ホラー・ナイト」と称して「怖いけど、楽しい」をコンセプトにテレビCM も制作しイベントを実施した。当初ハロウィーンイベントを大きく黒字化させる倍増目標14万人を掲げていたが、追加集客数で40万人以上を集客することに成功した。このイベントの見直しでは設備投資は行っておらず、新たな費用 をかけることなく見事に集客力を向上させている。「ハロウィーン・ホラー・ナイト」も またハロウィーンイベントの定番となり現在まで継続して行われている。2015年10月にUSJがTDLの入場者数を抜いた原動力となったのもこの、「ハロウィーン・ホラー・ナイト」と言っている
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